
やんぼらクラブ

〜介護ロボットを体験しよう！〜

8月20日（火）とやま介護テクノロジー普及・推進センターにて
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こだまこだま
福祉おやべ福祉おやべ

介護ロボット・福祉用具を介護ロボット・福祉用具を
体験しました！体験しました！
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【問合せ】

小矢部市共同募金委員会

（小矢部市社会福祉協議会内）

ＴＥＬ　６７−８６１１

自分たちの地域に住む高齢者、障がい者、

子どもたちなどを支援する様々な福祉活動

や災害時支援に役立てられています。

小矢部市共同募金委員会では、運動期間中1,000円以上ご寄付いただいた方に、

「メルギューくん＆メルモモちゃん　赤い羽根保冷温バッグ」

をお渡しいたします。

（募金運動実施期間：10月1日〜12月31日）

皆さまの温かいご支援をよろしくお願いいたします。皆さまの温かいご支援をよろしくお願いいたします。

ちょっとし
たお買い物

や、

お弁当の持
ち運びに便

利♪

大きさ　260×220×90㎜

ケアネット活動とは、困りごとがある方に対し、見守りや話し相手などの活動を通して、

「住み慣れた地域で、お互いに安心して暮らせる福祉のまち」を目指した活動です。

市内18地区社会福祉協議会が中心となって活動しています。外出支援等の一部の活動

は有料となっています。

ゴミ出し

外出支援

声かけ・話し相手

除雪

見守り

高齢の方などで

困りごとをお持ちの方
必要に応じて、困りごとのお手伝い

【問合せ】　小矢部市社会福祉協議会　T E L ６７−８６１１

「お互いさま」の気持ちにもとづく支え合いの活動です。

地域の皆さまのご理解・ご協力をよろしくお願いいたします。

色は、全5色。お選びになりたい方は、

社会福祉協議会窓口までお願いいたします。（　　　　　　　　　　　　　　　  ）
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「赤い羽根共同募金」が始まります。

広がれ！ケアネット活動



【参加者の声】

・笑顔で楽しくコミュニケーションをとること

ができました。

・シーツ交換がとても難しく感じました。

・もっと積極的に話しかけることができたらよ

かったなあと思いました。

【参加者の声】

・いろいろなスポーツを通して繋がれるこ

とがわかりました。

・参加者の方の楽しんでおられる姿を見

て、あたたかい気持ちになりました。

・コミュニケーションを大事にして、楽しく活動に

参加できました。

大会では、７チーム対抗でボール送り、玉入れ、フライ

ングディスクの競技が行われました。大会運営の手伝いや競

技補助などに携わり、参加者の皆さんと交流を深めました。

午前は事前学習会とレクリエーションを行い、交流を深めました。

みんなで一緒にお弁当を食べた後、福祉作業所あけぼの第一に移動し

て、利用者の方々が普段行っている作業を体験しました。

職員の方から施設内を案内していただい

た後、シーツ交換のボランティア体験と利用

者の方々との交流を行いました。

　サマーボランティアスクールは、ボランティア体験を通して「具体的な福祉活動」を経験する

ことで、「おもいやり・やさしさ」の心を育み、同時に社会福祉・ボランティア活動への関心を

喚起させ、次代における福祉マンパワーの醸成に資することを目的としています。

　市内の中学校・高校に通う生徒延べ29名が、夏休み中のボランティア体験を行いました。

【参加者の声】

・レクリエーションでは、利用者さんの笑顔が

見れて自分も楽しく過ごせました。

・作業体験は、細かい作業を長時間やって大変

でした。利用者の方はいつもやっていると思

うとすごいと思いました。

・一緒に昼食を食べたり、作業体験ができて楽

しかったです。

関係者の皆様、ご協力いただきありがとうございました。関係者の皆様、ご協力いただきありがとうございました。
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中学生・高校生のサマーボランティアスクール中学生・高校生のサマーボランティアスクール

◎小矢部市障害者スポーツ大会◎（７月27日）

◎ほっとはうす千羽でのボランティア体験◎（７月29日）

◎福祉作業所あけぼのとの交流と作業体験◎（８月６日）



・高齢者と小学生のふれあい交流会

　（赤い羽根共同募金の助成事業）

・高齢者ふれあい料理教室

・高齢者世帯さわやか交流会

・いきいきサロン団体交流会

・地域防災研修会	

・小学校福祉教育推進事業

主 な 活 動 内 容
・中学校異世代交流会

・小学生「おやべっ子教室」支援

・こども園「ふれあいデー」支援

・一人暮らし高齢者等の見守り

・一人暮らし高齢者等への歳末慰問

　（赤い羽根共同募金の助成事業）

・広報紙とＨＰによる情報発信

・常時、夜高あんどんが展示のほか、絵付けなど製作の様々な

体験活動があります。

・また、地域のコミュニティ会館として使用や毎月、会館前の

広場において「阿曽の市」が開催され賑わっています。

・その他、多彩な行事が新しく考案のうえ実施されています。

・祭りは、毎年６月第１金・土曜日に開催され、大中小21基

のあんどんが、津沢地区を練り回します。

広げよう支え合い！　高めよう地域の力！
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津沢地区社
会福祉協議会を紹介します津沢地区社
会福祉協議会を紹介します

地区社協紹介だより地区社協紹介だより

うちの地区の
イチオシ！

「津沢あんどんふれあい会館」

「津沢夜高あんどん祭り」

高齢者ふれあい料理教室高齢者ふれあい料理教室

中学校異世代交流会中学校異世代交流会 こども園餅つき会支援こども園餅つき会支援小学校福祉教育推進事業小学校福祉教育推進事業

地域防災研修会地域防災研修会高齢者と小学生のふれあい交流会高齢者と小学生のふれあい交流会

津沢地区社会福祉協議会HP津沢地区社会福祉協議会HP



　

８月２２日（木）、小矢部市ボランティア連絡協議会研修会

を開催しました。七美地区社会福祉協議会を訪れ、射水市七

美コミュニティセンター内で運営する「caféいっぷく庵」で

の居場所づくりへの取り組みについてお話を伺いました。

その後、何らかの障がいをお持ちの方が働く場として、

NPO法人プラスワンが運営している「カフェしえる」にて、

昼食をいただき、取り組みについてお話を伺いました。

誰もが過ごしやすい居場所づくりや、地域でお互いに助

け合い・支え合える関係づくりについて考えるきっかけと

なりました。

　８月20日（火）、やんぼらクラブ「介護ロボットを体験

しよう！」を開催しました。今回は、とやま介護テクノロ

ジー普及・推進センターで、介護ロボット等体験講座に参

加しました。

　移動や排泄、入浴支援等に活用されている介護ロボット

や福祉用具について説明を受けたあと、実際に介護ロボッ

トを利用した介護を体験しました。

　参加者のみなさんは、初めて介護ロボットを見て・触れ

て・体験して、介護技術の進歩を実感していました。

　８月２７日（火）、きっずるーむ こごみにおいて、ふれ

あい体験教室〜放課後等デイサービスで交流しよう！〜を開

催しました。

　職員の方から事業所の紹介をしていただいたあと、放課後

等デイサービスに通う子どもたちといっしょに、物作りやレ

クリエーションを通して交流しました。
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ボランティア連絡協議会だよりボランティア連絡協議会だより

♢ふれあい体験教室を開催しました！♢♢ふれあい体験教室を開催しました！♢

令和6年度　障害者理解促進研修・啓発事業

やんぼらクラブ通信♪やんぼらクラブ通信♪



災害ボランティアコーディネーター研修会  を開催します。

【問合せ】

 小矢部市社会福祉協議会

 TEL（0766）６７ー８６１１
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【問合せ】

介護予防事業ミニ・デイ「いずみの園」
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日　時　　令和６年９月18日（水） 19：00〜20：30

場　所　　市総合保健福祉センター　３階　大会議室

講　師　　合同会社 HUGKUMI　　代表社員　長井　一浩 氏

内　容　　能登半島地震による災害を通して、災害ボランティア

センターの役割について知っていただくとともに、ＩＴ

の活用で被災地での災害ボランティアセンター立ち上げ

を支援された経験をもとに進化する災害ボランティアセ

ンターの現状等についてお話しいただきます。

参加費　　無料

【日　時】　令和６年10月26日（土）　13:00〜16:00

【場　所】　クロスランドおやべ　セレナホール

【日　程】　13:00〜　式典（表彰）、議事

　　　　　　14:00〜　福祉作文朗読（最優秀者による）

　　　　　　　　　　　福祉教育実践事例発表（小矢部市立石動中学校）

　　　　　　15:00〜　講演・劇　「認知症高齢者の接し方」

　　　　　　　　　　　講師　小杉爆笑劇団

９月は「防災月間」です。日頃から、災害に備えましょう。９月は「防災月間」です。日頃から、災害に備えましょう。

㈱ダイナム様より、日用品・

食品等をご寄付いただきました。

←こちらから、
　参加申込みできます。

【問合せ】

小矢部市ボランティアセンター

　 ＴＥＬ　６７－８６１１

★ 福祉の店 ★
渓明園、トライ工房、
福祉作業所あけぼの、

斉藤商店
エントランスにて
12:00～16:00

笑
う
門
に
は

　
ほ
ん
ま
に
　
福
来
た
る

　現在、市総合保健福祉センター

（本所）と高齢者健康交流セン

ターつざわランドにおいて実施

しております標記事業につきま

して、10月２日（水）より、市総合

保健福祉センター（本所）のみで

の実施となります。
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第63回　小矢部市社会福祉大会　ご案内

介護予防事業ミニ・デイ介護予防事業ミニ・デイ

「いずみの園」の集約化について「いずみの園」の集約化について


